
仏像修復の技術的工程柳本・菊池

2'|型に流し込司
樹脂混合物の硬さ調節が済んだら、いよいよ二

1
つの型へ流し込む｡このとき､隅々まで入るように、

ハケ･竹ベラを用いる。また、このとき、全体的に

詰め過ぎると、合わせるときに剥がれ落ちる可能

性が高く、強度が弱くなるため、注意を要する。：
発砲

反対に薄すぎても、うまく二つが付かないまま、型に流し込む

剥がれ落ちてしまい、穴があきやすくなる。これ

もまた強度がない。ここで気をつけなければならないのは、型の淵沿いは樹脂混合物

を均等に盛り、さらにエロジールで硬さを調節しながら、形を整えていくことであ

る｡均等にして張り合わせたほうが、強度は高い。

221輪ゴムで圧をかける｜

型を合わせて、輪ゴムで圧をかけるのだが、型を合わせるとき、流し込んだ樹脂混

合物が型から剥がれ落ちないように、少し固まってから合わせ、顔や衣紋などの細か

い模様がある場合は、その方の型を下にして、接着面全体に輪ゴムで圧をかける。細

部の模様がある方を下にする理由は、剥がれ落ちることがないようにするためで、た

とえ上部が剥がれ落ちたとしても、模様がない方は後で直しやすいからである。少し

固まったといっても、ゆすったりすれば、当然、樹脂混合物は落ちたり、ずれたりす

るので、極力無理な力がかからないようにしながら合わせて行く。
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型を合わせるa 型を合わせるb型を合わせるc 型を合わせる．

(尻，ノ



仏像修復の技術的工程柳ll本・菊池

231割り出し

-Hから二日置いて、樹脂混合物が固まったのを見計らってから、割り出しに入る。

gllり出し方は、行程14とi口,じであるが、石膏の型はもう必要ないので、うまく割り出

せないときは、ゲンノウで叩いて割り出す。

鞭
言

割り出しa 割ﾚﾉ出しb

241ｻﾝダー仕上げ｜

割り出された樹脂混合物のバリをサンダーで肖l1り落

とす。肖llり落としているとき、かなりの粉塵が出るの

で、吸い込まないようにするため、防毒マスクは必ず

装着しなければならない。また、上手く接着していな

かったり、陥没していたりした場合は、サンダーをか

ける前に、樹脂混合物を作って盛りながら手直しした

後、サンダーをかける。

割り出しc

サンダーがけ

251砂の選別｜

作業工程もいよいよ大詰めに入り、本体との接合に入るが、接合に使用する接着剤

は、やはりFRPを使用するのが妥当である。しかし、これ単体では、接着力が低いの

で、樹脂混合物を作る．ここで作る樹脂混合物の砂は、粒子の極めて細かいものを使

用する。
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26膠~司
粒子の細かい樹脂混合物を接着剤として接合する。接着面に隙間がないよう、盛る

ように埋め込む。この際、接着面から樹脂混合物がはみ出してきたら、拭き取るよう

にする。拭き取らずにそのままにしておくと、本体に流れ落ち、固まって汚してしま

うからである。そして、太い輪ゴムを使って、圧をかける。

接合a 接合b 接合c

271総仕上げ｜

本体との接合部にサンダーをかける。全体のバラン

スを見ながら、サンダーをかけたり、樹脂混合物で修

1Fしたりして仕上げる。
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281色合わせ’

石の質感に近い砂を用いてはいるが、同じ色を出すのは難しいので、最後に石仏の

持っている雰囲気を損なわないような色に合わせる。最後に色合わせをするのではな

く、最初から色を合わせることができないかと思うが、現段階では難しい。混合する

塗料によっては、紫外線による劣化の問題も解決できる｡紫外線による劣化を防ぐた

め､樹脂の中に、樹脂と同じ材料でできた塗料（ガラスファイバー粉末）をまぜると、

紫外線に一番強いことが、実験で判っている。

確かに、始めから色を混ぜて、石仏の色に似せて作ることもできるが、この方法で

は、乾いた時に色が薄くなる。薄くなることを計算して、樹脂に塗料を混ぜることは

困難である。したがって、最後に色を合わせたほうが効率的である。残念ながら、あ

らかじめ計算して樹脂に塗料を合わせられる経験が、現段階の自分にはない。である

から、最後に色を合わせるほうが、効果的かつ効率的であると判断した次第である。

篝

溌

色合わせa 色合わせb 色合わせc 色合わせ．

以上の工程で、石仏修復は完rである。一目見ただけでは、どこを修復したか判断

し難いくらいの修復精度が出ていると思う。

なお、以上の工程内で、工程17～23の、樹脂による欠損部作製を通して、新たなこ

とが解った。砂の選別時に鍋で妙って砂の水分を飛ばしていたが、水分を飛ばさずに

樹脂と撹枠して、同じ手順で欠損部を作製したところ、なかなか乾かず、手で擦るだ

けで剥離してしまった。始めは少し戸惑ったが、とりあえず乾くまで天日で一週間近

く干したところ、きちんと乾いてくれた。ボソボソとしていて、かなり風化した感じ

になってでき上がった。
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この方法は､石仏本体がかなり風化していたとし

ても、それにあわせた修復が可能だということを

知らせてくれる。このことから、FRPを用いた修

復技法も、使い分けることによって、クオリティ

ーを高めることができる、ということが解ったの

である。ただし、工程17の砂の選別のところで述

べた、塩との相性が悪いということについてだが、

塩水の中にFRPの練った物を入れると剥離しやす

いことから、塩分を含んだ砂（海の砂）は使用に

は適さない。コンクリートと同じく、塩分の含ま

れていない砂、もしくは洗い砂が望ましい。さら

に、工程26でみた、接着剤として使う樹脂混合物

を作る場合の砂は、必ず鍋で抄つた水分のない砂

を使わないと、接着効果が低下するので、気をつ

けなければならない。

鍵鍵鍵蕊鍵鶴篭蕊謹鴬謬．……･“……鳶

修復完了

水分を含んだ場合
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Ⅲ今後の課題

今回の石仏修復で取り扱ったFRPは、紫外線にI直接さらされた場合、表面的な劣化

は避けられないものの、内部の劣化は抑えることができる。また、一般的に石は、風

|､ijによるいわゆる風化には極めて弱いが、FRPは、風化には非常に強い。したがって、

FRPによる修復を行った場合、いかにして修復箇所を他の部分と同じように風化させ

るか、という問題が生じてくる。すなわち、修復箇所と現存の部分との間に、風化・

劣化速度の大きなズレが生じてくるものと考えられるのである。’｣J能性としては、修

復部分だけが残ってしまうことも考えられるが、この点については、今後の研究課題

としていきたいと思う。

なお、今回の修復対象となった、文化文政時代の、文化的価値がそれほど高くない

と思われがちな仏像についても、修復可能であるならば、直していかなければならな

い。それらを直して保存していけば、その時代のものを後世に伝え残すことができる

からである。逆にいえば、それらを修復せずに放置しておいたり、新しいものに作り

変えるだけでは、その時代のものが消えて忘れ去られてしまう、ということだ。

修復せずに新しい物を作っていくだけでは、仏像を作る技術は向上するが、修復技

術は衰退していく。多様な修復技法が存在している今、その技術のすべてを習得する

のは、とてつもなく大変なことである。しかし、今日の_L業技術などには、修復に有

効なものも存在するから､従来の修復技法だけにこだわるならば、進歩はありえない。

そうした有効な工業技術を活川していくことも、必要なのである。古来の技法と新し

い技術との融合。これが、私たちに課された本質的な課題であるといえよう。
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